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『mundi』（ムンディ）はラテン語で
“世界”。本誌は、開発途上国の
現状や、現場で活躍する人々の
姿を紹介するJICA広報誌です。

mundi

世界人口の約4分の1、約18億人が暮
らす南アジア地域。日本との交流も盛
んで、多くの人材が育っている。

松岡 環（まつおか・たまき）
アジア映画研究者。1949年生まれ。大阪外大（現大阪大）でヒンディー語を専攻し、
76年からインド映画の紹介と研究を開始。のちに対象をアジア映画全般に広げる。
著書に『アジア・映画の都 香港～インド・ムービーロード』（めこん、1997）、『インド映
画完全ガイド マサラムービーから新感覚インド映画へ』（世界文化社、2015）など。『ム
トゥ 踊るマハラジャ』『きっと、うまくいく』などインド映画の字幕も多数担当。

あ
っ
て
か
、
サ
ス
ペ
ン
ス
な
ど
一
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
に
特
化
し
た
映

画
が
増
え
て
い
る
。

　
形
態
の
変
化
と
と
も
に
、
描
か
れ
る
内
容
も
変
わ
っ
て
き
た
。

よ
り
リ
ア
ル
に
な
り
、
社
会
問
題
を
取
り
上
げ
る
作
品
が
増
え
た

の
だ
。
中
で
も
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
視
点
を
盛
り
込
ん
だ
作
品
が
目

立
ち
、『
マ
ダ
ム
・
イ
ン
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
』（
2
0
1
2
）、『
ダ

ン
ガ
ル 

き
っ
と
、
つ
よ
く
な
る
』（
2
0
1
6
）、『
パ
ッ
ド
マ
ン 

5
億
人
の
女
性
を
救
っ
た
男
』（
2
0
1
8
）
な
ど
、
日
本
公
開

作
だ
け
で
も
何
本
も
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
社
会
的
・

経
済
的
格
差
を
描
き
出
し
た
『
ガ
リ
ー
ボ
ー
イ
』（
2
0
1
9
）

や
『
あ
な
た
の
名
前
を
呼
べ
た
な
ら
』（
2
0
1
8
）
な
ど
、
貧

富
の
差
や
身
分
の
差
を
正
面
か
ら
扱
っ
た
作
品
も
出
現
し
始
め
た
。

　
観
客
に
夢
を
与
え
る
こ
と
で
、
明
日
へ
の
活
力
源
と
な
っ
て
き

た
イ
ン
ド
映
画
は
、
今
世
紀
に
入
り
、
現
実
世
界
を
描
く
こ
と
で

観
客
を
鼓
舞
す
る
存
在
に
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
実
際
の
出
来
事
や
、

実
在
の
人
物
に
材
を
求
め
る
作
品
も
増
え
、
ヒ
ー
ロ
ー
、
ヒ
ロ
イ

ン
像
も
変
化
し
て
き
た
。
ス
タ
ー
た
ち
も
ま
た
、
リ
ア
ル
な
人
物

像
を
生
み
出
す
べ
く
、
演
技
力
に
磨
き
を
掛
け
て
い
る
。

　
2
0
1
9
年
は
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
と
し
て
は
初
め
て
、『
ア

ベ
ン
ジ
ャ
ー
ズ
／
エ
ン
ド
ゲ
ー
ム
』
が
イ
ン
ド
の
興
行
収
入
第
1

位
と
な
っ
た
。
だ
が
、
全
体
か
ら
見
る
と
興
行
収
入
に
占
め
る
イ

ン
ド
映
画
の
割
合
は
85
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
圧
倒
的
に
自
国
映
画
が

強
い
。
そ
の
観
客
の
期
待
に
応
え
て
、
ス
タ
ー
を
は
じ
め
と
す
る

映
画
人
は
社
会
的
な
役
割
も
果
た
そ
う
と
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
も

奮
闘
し
て
い
る
。

　
3
月
22
日
（
日
）、イ
ン
ド
時
間
の
午
後
5
時
。
イ
ン
ド
各
地
に
、

拍
手
や
金
属
の
お
盆
な
ど
を
叩
く
音
が
響
き
渡
っ
た
。
こ
の
日
イ

ン
ド
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
抑
え
る
た
め
、

午
前
7
時
か
ら
午
後
9
時
ま
で
外
出
禁
止
令
が
出
さ
れ
て
い
た
。

そ
れ
を
事
前
告
知
す
る
映
像
の
中
で
モ
デ
ィ
首
相
は
、「
22
日
は

家
に
と
ど
ま
り
、
午
後
5
時
に
な
っ
た
ら
門
口
や
バ
ル
コ
ニ
ー
に

出
て
、
感
染
防
止
の
た
め
に
闘
っ
て
い
る
人
々
に
感
謝
し
、
5
分

間
手
や
楽
器
を
鳴
ら
そ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。
前
述
の
行
動
は
、

こ
の
呼
び
か
け
に
応
え
た
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
後
ネ
ッ
ト
に
は
、
こ
の
行
動
に
参
加
し
た
映
画
ス
タ
ー
た

ち
の
さ
ま
ざ
ま
な
動
画
が
ア
ッ
プ
さ
れ
た
。
さ
ら
に
ス
タ
ー
た
ち

が
在
宅
や
手
洗
い
を
呼
び
か
け
る
動
画
や
、
3
週
間
の
外
出
禁
止

令
が
出
た
3
月
25
日
か
ら
は
、「
通
い
の
お
手
伝
い
さ
ん
が
来
ら

れ
な
い
の
で
」
と
リ
ビ
ン
グ
を
ほ
う
き
で
掃
い
た
り
、
ト
イ
レ
掃

除
を
し
た
り
す
る
動
画
な
ど
が
上
が
っ
て
き
た
。
イ
ン
ド
で
は
、

映
画
ス
タ
ー
の
影
響
力
は
大
き
い
。
経
済
発
展
で
変
化
し
た
イ
ン

ド
社
会
だ
が
、
映
画
は
ま
だ
ま
だ
娯
楽
の
王
者
。
ス
タ
ー
た
ち
も

そ
れ
を
自
覚
し
て
の
啓
発
活
動
だ
っ
た
。

　
イ
ン
ド
は
、
1
9
9
1
年
の
経
済
政
策
転
換
で
外
国
企
業
に
門

戸
を
開
い
て
以
来
、
目
覚
ま
し
い
発
展
を
遂
げ
つ
つ
あ
る
。
経
済

発
展
は
人
々
の
生
活
を
一
変
さ
せ
た
が
、
映
画
も
例
外
で
は
な
く
、

特
に
97
年
に
欧
米
型
シ
ネ
コ
ン
（
シ
ネ
マ
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
。
イ

ン
ド
で
は
「
マ
ル
チ
プ
レ
ッ
ク
ス
」
と
呼
ぶ
）
が
誕
生
し
た
の
を

契
機
に
、
イ
ン
ド
映
画
は
変
化
の
大
波
に
洗
わ
れ
始
め
た
。

　
ま
ず
、
イ
ン
ド
映
画
を
特
徴
づ
け
て
い
た
ソ
ン
グ
&
ダ
ン
ス

シ
ー
ン
が
大
幅
に
減
少
し
た
。
今
で
は
歌
は
、
ほ
と
ん
ど
が

B
G
M
と
し
て
使
用
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
上
映
時
間
が
短
く
な
っ

た
。
3
時
間
枠
を
満
た
す
こ
と
が
要
求
さ
れ
た
映
画
館
時
代
と
は

異
な
り
、シ
ネ
コ
ン
は
上
映
時
間
が
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
。2
時
間
少
々

の
作
品
で
も
O
K
な
の
だ
。
さ
ら
に
、
娯
楽
要
素
を
い
ろ
い
ろ
盛

り
込
む
ス
タ
イ
ル
も
少
な
く
な
り
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
の
影
響
も
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